
 

水道ビジョンまつやま２０１９ 

（水道事業経営戦略）  

 

 

 

 

 

松山市公営企業局 

 



1 

 

はじめに 

 本市の水道は、１９５３（昭和２８）年の給水開始以来、市域の拡大や市勢の

発展とともに増大してきた水需要に応えるため、数次にわたる拡張事業や施設

整備事業を実施し、市民の皆様へ水道水を安定してお届けすることで、市民生活

や都市活動を支えてまいりました。 

しかし、２１世紀を迎え①老朽化に伴う水道施設の大量更新、②地震などの災

害への備え、③団塊世代職員からの技術継承など、全国の水道事業者と同様に本

市でも幾つもの課題に直面しており、これらを一つずつ解決しながら、水道事業

を将来の世代へと確実に引き継いでいくための設計図として、２１世紀半ばの

本市水道の将来像と１０年間の具体的な取り組みを示した『水道ビジョンまつ

やま２００９』を策定し、お客さま一人ひとりの豊かで潤いのある生活を支えて

いけるよう公営企業局職員一丸となって取り組んでまいりました。 

 このたび、２００９（平成２１）年３月に策定した現行の「水道ビジョンまつ

やま２００９」が目標年度を迎え、２０１９年度から新たな１０年をスタートす

るにあたり、これまで本市が目指してきた将来像の実現に向け、新たな課題にも

対処していく必要があることから、国が示した「新水道ビジョン」と「経営戦略」

の内容を一本化したものとして、２０１９年度から２０２８年度を実施期間と

する『水道ビジョンまつやま２０１９（水道事業経営戦略）』を策定しました。 

『水道ビジョンまつやま２０１９（水道事業経営戦略）』では、節水型機器等

の普及や人口減少社会の到来による水道料金収入の減少が大きな課題であり、

南海トラフ巨大地震等に備えた水道施設の耐震化事業などを計画どおり実施し

ていくうえで、いかにして健全な財政基盤を維持していくか、そのことが水道事

業者に求められています。 

 松山市公営企業局では、これからも、お客さまとの対話を大切にした水道づく

りを心掛け、ライフラインとしての役割にとどまらず、よりお客さまに満足して

いただける水道サービスの提供を目指すことで、水道への信頼を継続・発展させ

ていきたいと考えています。 

 最後になりましたが、『水道ビジョンまつやま２０１９（水道事業経営戦略）』

の策定にあたり、貴重なご意見やご提言を賜りました松山市公営企業局水道事

業経営問題懇談会委員の皆さまをはじめ、水道に関するお客さま意識調査やパ

ブリックコメントにご協力いただきました方々に対しまして、心から感謝申し

上げます。 

 

２０１９年３月 

松山市公営企業管理者 平岡 公明 
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